
　

し
か
し
、
日
本
共
産
党
４
名

と
三
田
議
員
の
み
の
賛
成
で
否

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

服
部
市
長
は
、
市
庁
舎
整
備

つ
い
て
、
市
長
選
挙
の
公
約
で

は
触
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
「
建
て

替
え
」
に
固
執
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
「
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か

１
１
７
億
円
（
う
ち
借
金
約
90

億
円
）
も
つ
ぎ
込
ん
で
い
い
の

か
」
と
、
日
本
共
産
党
や
市
民

か
ら
批
判
を
受
け
、
基
本
設
計

の
見
直
し
に
言
及
せ
ざ
る
を
得

　

八
千
代
市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
65
歳
以
上
の
対
象
者
５
万

２
３
０
０
人
に
対
し
て
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
予
約
15
回
線
、
そ
の

他
は
Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
だ
け
で
、
高

　

服
部
市
政
２
期
目
の
最
初
の

議
会
で
提
案
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
対

策
予
算
は
、
国
か
ら
提
案
さ
れ

て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
と
低
所

得
者
対
策
だ
け
で
す
。
日
本
共

産
党
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
ん

で
い
る
市
民
に
対
し
て
、
市
独

自
の
対
策
が
と
ら
れ
て
い
な
い

事
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

中
小
企
業
経
営
支
援
の
陳
情

も
３
月
に
出
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
市
は
「
市
内
業
者
の
支
援

と
し
て
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
還
元
を
行
な
っ
て
い

る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

日
本
共
産
党
と
三
田
議
員
は

６
月
議
会
で
、
市
独
自
の
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て

①
中
小
企
業
経
営
支
援
事
業
の

　

10
万
円
再
給
付
。

②
早
期
発
見
の
た
め
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

　

検
査
費
用
の
助
成
。

を
補
正
予
算
に
追
加
す
る
組
替

え
動
議
を
提
出
し
ま
し
た
。

八
千
代
市
独
自
の
対
策
を
求
め
る

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
第
５
波
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市政へのご意見、ご要望を
お寄せください

八千代
市議団
ニュース

日本共産党

２０２１年（夏季号）
６月議会の活動を中心に作成しています
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ブラック企業雇用問題･サラ金・医療・介護・
年金・税金・教育・子育て・生活保護・地域の要
求。何でもどうぞ！

【日時】奇数月 第３木曜日
 　　 午後２時～４時
【場所】市役所４階 日本共産党控室

無料法律
相談会
弁護士が相談に
応じます

※予約が必要です

八千代市議団日本共産党日本共産党

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
当
選
後
の
記
者
会
見

で
「
人
口
減
少
を
前
提
に
コ
ン

パ
ク
ト
で
ス
リ
ム
な
庁
舎
が
望

ま
し
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
延
床
総
面
積
１
万

８
５
０
０
㎡
か
ら
ど
の
程
度
ま

で
削
減
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

答
弁
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
市
庁
舎
建
て
替
え
の

再
開
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
「
コ

ロ
ナ
が
収
束
す
る
ま
で
」
と
の

考
え
は
変
わ
ら
ず
、
再
開
の
時

期
を
示
す
こ
と
は
困
難
と
し
て

い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
市
庁
舎
整

備
は
「
建
て
替
え
」
で
は
な
く
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
、
耐

震
補
強
・
大
規
模
改
修
に
よ
る

庁
舎
の
延
命
化
を
進
め
る
べ
き

と
訴
え
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
阿
蘇
・
米
本

地
域
の
小
中
学
校
４
校
を
統
廃

合
し
て
、
現
阿
蘇
中
学
校
に
施

設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校
を
令

和
４
年
４
月
に
開
設
す
る
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

「
阿
蘇
・
米
本
の
地
域
と
学
校

を
考
え
る
会
」
と
「
新
日
本
婦

人
の
会
」
の
有
志
は
、
６
月
に

米
本
団
地
で
シ
ー
ル
投
票
を
行

い
ま
し
た
。
１
０
９
人
が
参
加

し
、
「
市
の
計
画
通
り
に
一
貫
校

を
つ
く
る
こ
と
に
賛
成
」
が
４

票
、
「
計
画
に
反
対
」
が
１
０
５

票
と
圧
倒
的
多
数
が
反
対
で
し

た
。

　

住
民
か
ら
は
、
「
学
校
が
な
く

な
っ
た
ら
、
団
地
に
若
い
人
は

来
な
い
。」
「
通
学
が
心
配
だ
。」

「
狭
い
校
舎
に
小
学
生
と
中
学
生

の
同
居
は
無
理
だ
。」
「
増
改
築

を
す
る
と
思
っ
て
い
た
の
に
話

が
違
う
」
な
ど
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
声
を
無
視
し
て
、

統
廃
合
計
画
を
強
行
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

６
月
議
会
で
、
教
育
委
員
会

に
説
明
会
を
早
急
に
開
く
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

　

代
表
質
問
で
服
部
市
長
１
期

目
の
公
約
「
東
葉
勝
田
台
か
ら

大
手
町
間
を
３
１
０
円
に
値
下

げ
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
「
１
期
目
の
公

約
を
２
期
目
で
下
げ
る
と
い
う

こ
と
は
し
な
い
、
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
」
と
答
弁
。
「
努
力
す

る
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
運
賃
値
下
げ
の
実
現
を

強
く
要
望
し
ま
し
た
。

齢
者
に
負
担
の
か
か
る
予
約
方

法
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し

た
。

　

習
志
野
市
の
よ
う
に
郵
送
で

の
予
約
を
行
う
べ
き
と
の
質
問

に
は
全
く
答
弁
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
後
日
郵
送
で
の
予

約
方
法
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
初
旬
、
64
歳
以
下
に
接

種
券
が
届
き
ま
し
た
が
、
ワ
ク

　市は、今ある公共施設を維持することは

困難として、施設の統廃合や廃止を打ち出

しています。その中で、公共施設の６割を

占める小・中学校が、統廃合のターゲット

にされているのです。

　市の計画によれば、阿蘇・米本地域の統

廃合を皮切りに、小中学校22校を対象とし

て７校に統廃合・集約されてしまいます。

その７校のうち、５校は小中一貫校、残り

２校は統廃合となっています。

　しかし、いまコロナ禍のなかで、少人数

学級の推進が文部科学省をはじめ、保護者

のみなさんからの強い要望となっていま

す。

　しかも、この統廃合計画の基準となって

いるのは、小学校１年生だけが35人学級

で、２年生以降は、40人学級のままであり、

学級数の増に対応していません。

　同時に、小中一貫校について、メリット、

デメリットも検証できていないのに、５校

も計画するというのは、市と教育委員会の

暴走としか言いようがありません。少なく

とも、地域や保護者

への丁寧な説明―

公共施設は市民の

ものとの視点で、進

めるべきです。

公共施設等
個別施設計画は断念せよ
公共施設等
個別施設計画は断念せよ

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
急
げ

チ
ン
供
給
が
不
足
し
、
59
歳
以

下
の
予
約
開
始
日
程
は
未
定
で

す
。
国
は
ワ
ク
チ
ン
供
給
が
減

る
こ
と
を
４
月
下
旬
に
わ
か
っ

て
い
た
の
に
、
７
月
ま
で
隠
し

て
い
た
た
め
、
自
治
体
の
接
種

計
画
が
混
乱
し
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
も
命
を

守
る
政
策
を
進
め
る
べ
き
と
強

く
求
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
住
民
の
声
を
聞
け

地
域
住
民
の
声
を
聞
け

地
域
住
民
の
声
を
聞
け

地
域
住
民
の
声
を
聞
け

学
校
統
廃
合
は
中
止
せ
よ

学
校
統
廃
合
は
中
止
せ
よ

東
葉
高
速
鉄
道
運
賃
値
下
げ

東
葉
高
速
鉄
道
運
賃
値
下
げ

国
に
粘
り
強
く
訴
え
よ

国
に
粘
り
強
く
訴
え
よ

東
葉
高
速
鉄
道
運
賃
値
下
げ

東
葉
高
速
鉄
道
運
賃
値
下
げ

国
に
粘
り
強
く
訴
え
よ

国
に
粘
り
強
く
訴
え
よ

オスプレイいらない駅頭宣伝オスプレイいらない駅頭宣伝

　

東
葉
高
速
鉄
道
の
昨
年
度
実

績
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
、
前
年
度
比
で
、
年
間
輸
送

人
員
が
25
・
8
％
減
、
運
輸
収

入
が
26
・
4
％
減
と
大
幅
な
減

収
で
し
た
。

　

し
か
し
、
建
設
時
の
長
期
債

務
に
係
る
支
払
利
息
が
減
少
し

た
た
め
７
億
１
４
０
０
万
円
の

純
利
益
を
確
保
し
、
11
期
連
続

で
黒
字
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

運
賃
値
下
げ
実
現
に
は
、
長

期
債
務
の
利
息
部
分
を
つ
く
ば

エ
キ
ス
プ
レ
ス
の
よ
う
に
無
利

子
化
す
る
こ
と
を
国
に
求
め
る

べ
き
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
東
葉
高
速

鉄
道
の
大
株
主
で
あ
る
千
葉
県

知
事
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
も
あ

り
、
新
た
に
国
に
対
し
て
粘
り

強
く
訴
え
る
こ
と
を
要
望
し
ま

し
た
。

市
庁
舎
整
備
は

大
規
模
改
修
に
よ
る
延
命
化
で

市
庁
舎
整
備
は

大
規
模
改
修
に
よ
る
延
命
化
で



２０２１年６月議会
主な議案・日本共産党など提出の発議案に対する議決結果

果
結
決
議 賛成数

反対数

日本共産党 市民クラブ 自由民主党 公明党 絆 新未来

野
菅
田
三

口
堀
川
飯
原
伊
田
植 嵐 澤

小
田
澤
村
西
島
花
文
隆
林

東
伊
澤
野
江

塚
大
巳
辰
田
成
彦
利
林

下
木
田
正
永
末
川
立
川
緑
澤
大
本
塚
内
宮
野
河
口
山

令和３年度八千代市一般会計補正予算に
対する組替え動議 否決 賛成5

反対22 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×

議

長

× × × × × × × × × × × × × × ○

令和３年度八千代市一般会計補正予算 可決 賛成22
反対5 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

八千代市手数料条例の一部を改正する条例
（マイナンバー）　 可決 賛成22

反対5 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

陸上自衛隊オスプレイの配備撤回と
飛行訓練中止を求める意見書 否決 賛成5

反対22 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

核兵器禁止条約に調印・批准するよう求める
意見書 否決 賛成5

反対22 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

東京オリンピック・パラリンピックの
中止を求める意見書 否決 賛成5

反対22 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

千葉県立高等学校の校則を生徒の理解が
得られる内容に改善するよう求める意見書 否決 賛成5

反対22 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

児童・生徒の通学路の安全対策の強化を求め
る決議 可決 賛成27

反対0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　

政
府
・
与
党
は
６
月
16
日
に

「
土
地
利
用
規
制
法
」（
案
）
の

採
決
を
強
行
し
ま
し
た
。
内
容

は
米
軍
基
地
、
自
衛
隊
基
地
、

原
発
な
ど
の
「
重
要
施
設
」
周

辺
約
１
㎞
と
国
境
離
島
の
住
民

を
監
視
下
に
置
く
も
の
で
す
。

　

八
千
代
市
で
は
、
陸
上
自
衛

隊
習
志
野
演
習
場
・
駐
屯
地
の

周
囲
約
１
㎞
が
「
監
視
」「
規
制
」

の
範
囲
と
な
り
ま
す
。

（
目
安
図
参
照
）

　

「
重
要
施
設
」
の
定
義
に
は
、

生
活
関
連
施
設
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
鉄
道
の
駅
な
ど
を
「
重

要
施
設
」
と
し
、
「
注
視
区
域
」

が
恣
意
的
に
拡
大
さ
れ
る
危
険

性
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
土
地
等
の
利
用
者

等
に
関
す
る
情
報
提
供
の
範
囲

も
あ
い
ま
い
で
す
。

　

政
府
が
、
利
用
者
等
の
思

想
・
良
心
や
表
現
行
為
に
関
わ

る
広
範
な
個
人
情
報
を
、
本
人

の
知
ら
な
い
う
ち
に
取
得

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
な
ど
を

侵
害
す
る
危
険
性
が
あ
る

の
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
戦
前

戦
中
の
要
塞
地
帯
法
や
軍

機
保
護
法
の
よ
う
に
な
り

か
ね
な
い
「
土
地
利
用
規

制
法
」
の
廃
止
に
向
け
て

市
議
会
で
も
訴
え
続
け
て

行
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
し
た
女
性

の
負
担
軽
減
の
た
め
、
生
理
用

品
の
無
償
配
布
が
全
国
各
地
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
に
、
八
千
代
市
で
も
災

害
用
備
蓄
品
を
無
償
配
布
で
き

な
い
か
と
市
長
へ
申
し
入
れ
ま

し
た
が
、
８
年
間
も
放
置
し
て

　３月１１日、降下訓練中の陸上自衛隊の落

下傘が習志野演習場敷地外の歩道に降着す

る事故が発生しました。

　八千代市の報告では「人的被害及び物的被

害なし」でしたが、落下傘は、防衛省八千代台

官舎を超えて、交通量が多い幹線道路の先の

住宅密集地（八千代台北７丁目）の歩道に降

着しています。一歩間違えれば、市民を巻き

込みかねない、非常に危険な場外降着事故で

した。　

　１００万人が暮らす市街地での訓練は危

険であり、いますぐやめるべきです。
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い
た
た
め
使
用
期
限
切
れ
で
５

万
６
千
枚
が
破
棄
処
分
と
な
り
、

備
蓄
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

６
月
議
会
で
、
公
共
施
設
や

学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の

無
償
配
布
が
で
き
る
よ
う
に
要

望
し
ま
し
た
が
、
小
中
学
校
で

は
保
健
室
で
配
布
し
て
い
る
と

の
答
弁
で
し
た
。
「
言
い
出
し
に

く
い
子
」
「
家
庭
の
状
況
を
探
ら

れ
た
く
な
い
子
」
も
い
る
と
指

摘
し
、
ト
イ
レ
で
の
無
償
配
布

を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

福
祉
総
合
相
談
窓
口
で
は
、

必
要
な
家
庭
に
相
談
の
際
に
手

渡
す
と
い
う
が
、
そ
れ
ら
は
職

員
か
ら
の
寄
付
に
頼
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
で
は
行
政
の
責
任
放

棄
で
す
。
予
算
化
し
、
市
の
責

任
で
実
施
す
べ
き
で
す
。

　

旧
八
千
代
台
東
第
２
小
学
校

跡
地
に
つ
い
て
、
八
千
代
台
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

な
利
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び

今
年
度
の
事
業
予
定
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
地
域
の
賑
わ
い
創
出

や
防
災
対
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を
目
的
と
し
た
広
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八
千
代
市
は
、
教
育
の
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Ｃ

Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）
化
の
た
め
、

来
年
４
月
か
ら
全
小
中
学
生
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
一
人
に
一

台
貸
与
し
ま
す
。

　

一
方
で
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
は
、
学
期
末
な
ど
繁
忙
期
に

パ
ソ
コ
ン
作
業
が
集
中
す
る
と

処
理
が
出
来
な
く
な
る
と
い
う
、

お
粗
末
な
実
態
で
あ
り
、
改
善

が
急
が
れ
ま
す
。

　

上
高
野
の
投
票
所
は
、
平
成

28
年
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
が

で
き
な
い
と
い
う
理
由
で
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
変
更
と
な
っ
た

村
上
東
小
学
校
は
高
齢
者
な
ど

に
は
遠
く
て
不
便
で
あ
り
、
再

設
置
の
声
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
上
高
野
に
投
票
所

の
再
設
置
」
を
公
約
し
て
い
ま

す
。
議
会
で
具
体
策
を
求
め
た
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場
の
整
備
に
向
け
、
実
施
設
計

が
本
年
６
月
末
に
完
了
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
中
に
工
事
着
手
、
令

和
４
年
度
中
の
供
用
開
始
に
向

け
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。
管

理
運
営
に
つ
い
て
は
、
地
域
組

織
に
よ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
と
の
答
弁
で
し
た
。

と
こ
ろ
、
「
今
後
選
挙
管
理
委
員

会
と
の
調
整
が
必
要
に
な
り
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
」
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

上
高
野
地
域
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
で
き
れ
ば
投
票
所

設
置
も
可
能
で
す
。

　

市
長
が
投
票
所
再
設
置
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

を
求
め
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
に
対
し
、

①
契
約
を
変
更
し
、
サ
ー
バ
ー

　

の
能
力
を
増
や
す
こ
と
。

②
教
職
員
を
支
援
す
る
体
制
を

　

作
る
こ
と　

を
求
め
ま
し
た
。

　

教
職
員
が
機
器
を
十
分
に
活

用
で
き
な
い
状
況
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
は
学
校
現
場
の
大
混
乱
を
招

く
だ
け
で
す
。
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